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第２次白川村地域福祉計画（ダイジェスト版）



重点項目

ともにはぐくみ生きる地域

「白川郷ふくし寺小屋（仮称）」
の創設

学校教育・生涯教育の充実
子どもの声を伝える場所づくり
学び合いができる環境づくり

基本目標 4　 ともに学び成長できる環境づくり

基本目標 5　 ともに参加し活動できる環境づくり

村民が活躍できる場と機会の拡充
ボランティア活動の充実
村内外の交流活動の推進

基本目標 6　 ともに働き能力を発揮できる環境づくり

就労の場の創出
行政・村民・企業の協働

村民活動の支援・
コーディネート機能の強化

それぞれの能力を発揮
できる就労機会の創出

重点項目
だれもが安心して暮らせる地域

互いを尊重する心の育成
世代間交流の促進 福祉教育（福祉共育）の

推進

基本目標 1　 だれもが安心して過ごせるしくみづくり

日常生活における要援護者の見守り
防犯意識の高い村づくり
災害に負けない村づくり

要援護者対策・
福祉避難所の整備

基本目標 2　 だれもが利用できる福祉サービスのしくみづくり

福祉サービスの充実
外出・移動手段の確保
相談窓口の充実

村社会福祉協議会の
機能強化

基本目標 3　 だれもが健康的な生活を送れるしくみづくり

健康寿命の延長
地域包括ケアシステムの整備

重点項目
わたしたちの心がつながり分かち合える地域

地域福祉を推進する
専門職の設置

地域社会で活躍する人材の育成
結の精神を継承する人材の育成

基本目標 7　 わたしたちの生命とくらしを守り伝える人づくり 基本目標 8　 わたしたちの心の垣根を払い支え合える人づくり
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　「第２次白川村地域福祉計画」では、「集」「実」「縁」の3点の重
点項目と、それに基づく８つの基本目標に沿って、地域福祉の推
進に取り組みます。
　この「集」「実」「縁」の3つの重点項目は、それぞれが別々のもの
として存在しているのではなく、相互に重なり合う関係にありま
す。これらは相互に影響し合い、循環をする関係であるとも言え
ます。白川村のみんなの力が集まり、縁を紡ぐことで実が結ばれ
るという意味を込めて、重なり合う部分を結と表します。

　「第２次白川村地域福祉計画」では基
本目標ごとに重点施策を掲げています。
　地域福祉推進のために数多くの事業
に取り組みますが、　　マークの施策
は、その中でも中核をなすものです。

マーク（重点施策）について

～つなげよう 心のふるさと わたしたちの白川村～
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